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両下肢の異常感覚（痺れ）の緩和
坐位時間の延長

原
因
に
対
し
て
的
確
な
施
術
。

日中寝たきりで動かないことから、廃

用性萎縮が進行し、食欲減退のため低

栄養状態でもあったＳ様。しかしお体は

全く動かないものの、思考はしっかりして

おり、会話も可能であった為、改善すべ

きは筋力の低下、動作の際の痛みや痺れ

の緩和であることが明らかでした。その

ため、始めはマッサージとベッド上での基

礎トレーニングを徹底して実施。疼痛と

痺れの緩和に早い段階で成功したことで、

施術を開始してから３か月後には坐位

保持、半年で立位や歩行の安定と、より

高い目標を目指すことができるようにな

りました。さらにご主人の積極的な家

事や、ヘルパーによるトイレ介助での起居

動作の練習、住宅改修など環境整備も

効果を高め、現在は一部伝え歩きがで

きる段階になっています。Ｓ様の介護に

あたるスタッフ全員と良いコミュニケー
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余
命
宣
告
を
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施
術
と
環
境
整
備
で
張
り
の
あ
る
生
活
に
。
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目
標
が
や
が
て
通
過
点
に
。
さ
ら
に
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
目
指
す
。

今回のケースは、医師から余命宣告を受け在宅医療に切り替えた方が、介護ス

タッフと一丸となって施術に取り組んだ結果、寝たきりから手引き歩行が可能にな

るまでに改善した事例です。当初は寝返り以外の動作はご自身でできない全介助で

した。その後、宣告された余命を超えてからも回復を続けられ、食事や排泄など

はほぼ自立でき、屋内移動も可能になりました。小まめにステップアップしながらよ

り高い目標に向かうことができた経緯に焦点をあてました。

寝
た
き
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持
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。

介護の中心となっているご主人は、Ｓ
様が意識混濁した時期もご覧になって

いたこともあって「今の回復は予想外」
と驚いておられます。自力で起きたり、

トイレへの手引き移動が可能になって介
護負担も大幅に軽減したと喜んでお

られます。Ｓ様ご自身も、ご家族へ面倒をかけ
ながら生活していた辛さが緩和され、

更に生活に張りが出てきて、もっと良
くなりたいと意欲的になっておられま

す。そのお気持ちに応えられるよう、
引き続き前向きに施術を進めてまいり

ます。
■今後は屋外歩行も検討していきます！

ごごごご利用者情報利用者情報利用者情報利用者情報ＳＳＳＳ様様様様（（（（83838383歳歳歳歳・・・・女性女性女性女性））））
傷病名傷病名傷病名傷病名：：：：脊柱管狭窄症脊柱管狭窄症脊柱管狭窄症脊柱管狭窄症・・・・廃用性萎縮廃用性萎縮廃用性萎縮廃用性萎縮まずはまずはまずはまずは痛痛痛痛みとみとみとみと痺痺痺痺れのれのれのれの緩和緩和緩和緩和。。。。
回復回復回復回復がががが次次次次のニーズをのニーズをのニーズをのニーズを生生生生みだすみだすみだすみだす。。。。

施術開始当初は、介助動作時に
下半身の疼痛が憎悪し、また介護

負担も大きかったことから、下肢の
疼痛と痺れの感覚を緩和すること

がご本人・ご家族ともにニーズと
なっていました。しかし施術によって

顕著に回復される過程で、ご自身
での歩行ができるようになど、より

高い目標に移ってきています。
ご利用者からのニーズ

より安定した歩行を獲得するためには、下肢の筋力向上が重要。 動きだしのときの痛みが大きなストレスになっていたため、念入りなマッサージを。狭窄症狭窄症狭窄症狭窄症のののの診断以後診断以後診断以後診断以後、、、、夏場夏場夏場夏場にににに体調体調体調体調
変調変調変調変調をきたすなどをきたすなどをきたすなどをきたすなど入退院入退院入退院入退院をををを繰繰繰繰りりりり返返返返

しておられましたしておられましたしておられましたしておられました。。。。施術開始直前施術開始直前施術開始直前施術開始直前のののの入院入院入院入院ではではではでは寝寝寝寝たたたたきりのきりのきりのきりの状態状態状態状態がががが長長長長くくくく廃用性廃用性廃用性廃用性萎縮萎縮萎縮萎縮がががが進進進進んでんでんでんでおりおりおりおり、、、、身体身体身体身体をををを動動動動かせないかせないかせないかせない状状状状態態態態でしたでしたでしたでした。。。。

ションができている
ことが強みになって

おり、目標達成に
一丸となって取り

組めています。
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下肢筋力の向上手引き歩行距離の延長
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当初はターミナルとのお話から施術
に入ったこともあり、疼痛と痺れを緩

和するためのマッサージや負荷をかけ
た運動が中心の施術で、端坐位や立

位での施術は実施していませんでした。
しかし、３か月ほどの施術を通して痛

みの緩和や栄養状態の改善が見られ
たことから、介護負担の軽減を見据

えて段階的に目標を上方修正し、下
肢の筋力向上の施術を取り入れまし

た。さらに半年ほどで立ち上がり練
習、手引き歩行練習とステップアップ。

膝への負担などに配慮しながら、より
安定した歩行を目指しています。


